
着ぐるみ初登場！
町イメージキャラクター
合併10周年記念式典

　３月28日㈯、中泊町合併10周年記念式典が
行われ、これを記念して制作した町イメージキ
ャラクター「米

㋮㋑
ケル、イカりん、米

㋮㋑
ケルJr.」

の着ぐるみ３体が初披露されました。今後、町
のイベントなどで活躍します。

国民年金のお知らせ
ピュア営業時間変更

［お知らせ］［まちの話題］
小泊発明クラブがロボコン大賞受賞
中里小卒業生がポスターづくり

町合併10周年記念式典
平成27年度中泊町当初予算

［特集］
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明
る
く
、
活
力
あ
る
、
住
み
よ
い
中
泊
町

を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
、
邁
進
し
て
い
く
。

中
泊
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
町
民
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
に
は
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
町
に
尽
力
し
た
18
人
を
表
彰
。

出
席
し
た
青
山
副
知
事
ら
12
人
に
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
山
副
知
事
、
津
島
衆
議
院
議
員
、
升

田
衆
議
院
議
員
、
県
議
会
議
員
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
10
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
制
作
し
た
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
米マ

イ

ケ
ル
、
イ
カ
り
ん
、
米マ

イ

ケ
ル

Jr.
」
の
着
ぐ
る
み
３
体
が
初
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
当
町
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
・
横

山
ひ
で
き
氏
の
師
匠
で
も
あ
る
黒
石
八
郎

氏
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
「
中
泊
町
合
併
10
周
年
お
笑
い
ト
ー
ク

笑（
シ
ョ
ー
）‼
」
と
し
て
、
民
謡
、
漫
談
、

手
踊
り
な
ど
を
披
露
。
子
ど
も
の
頃
に
経

験
し
た
話
な
ど
、
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る

ネ
タ
に
会
場
の
み
な
さ
ん
は
、
終
始
笑
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
旧
中
里
町
と
旧
小
泊
村
が

合
併
し
て
、
ち
ょ
う
ど
10
周
年
と
な
る
平

成
27
年
３
月
28
日
。
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
パ
ル
ナ
ス
で
、
中
泊
町
合
併
10
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

来
賓
を
は
じ
め
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が

集
ま
り
、
節
目
の
10
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
辞
で
は
小
野
町
長
が
「
記
念
す
べ
き

10
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
。
思
え
ば
合
併
当
初
は
夢
の
あ
る

新
町
を
期
待
し
た
が
、
三
位
一
体
の
改
革

な
ど
前
途
多
難
な
門
出
と
な
っ
た
。
あ
ら

ゆ
る
経
費
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、

財
政
難
と
い
う
大
き
な
山
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
当
初
の
予
測
を
遙

か
に
超
え
る
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
各
種
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。〝
大
地
の
恵
と
海
の
幸
、

心
ひ
と
つ
に
希
望
の
ま
ち
〟
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
中
泊
町
の
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
を
展
開
す
る
と
共
に
、

節
目
の
10
年
を
祝
う

中
泊
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

式辞を述べる小野町長

キャラクター着ぐるみ初登場

式典の様子

中泊町～万歳！万歳！万歳！



3 平成27年４月号

◎
中
泊
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
表
彰
者

■
青
山
祐
治（
青
森
県
副
知
事
）

　

�

当
町
出
身
で
青
森
県
副
知
事
と
し
て
活
躍
、
町

政
の
発
展
に
寄
与

■
野
上
祐
一（
元
中
泊
町
議
会
議
長
）

　

�

議
会
議
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
寄
与

■
野
上
憲
幸（
元
中
泊
町
議
会
議
長
）

　
�

議
会
議
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
寄
与

■
沖
崎　
勲（
前
中
泊
町
議
会
議
長
）

　
�

議
会
議
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
寄
与

■
古
川
政
昭（
前
中
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
長
）

　

�

教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
教
育
の
振
興
に
寄

与
■
松
舘
和
弘（
前
中
泊
町
農
業
委
員
会
会
長
）

　

�

農
業
委
員
会
会
長
と
し
て
町
政
の
発
展
に
寄
与

■
成
田
勝
蔵（
前
中
泊
町
消
防
団
長
）

　

�

消
防
団
長
と
し
て
消
防
団
の
発
展
に
寄
与

■
栁
澤
良
知（
歴
史
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献
）

　

�

小
泊
の
歴
史
を
語
る
会
会
長
と
し
て
、
歴
史
と

伝
統
文
化
の
継
承
に
尽
力

■
荒
関
壽
久（
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
に
貢
献
）

　

�

中
泊
町
ホ
タ
ル
の
会
会
長
と
し
て
、
ホ
タ
ル
の

里
づ
く
り
に
尽
力

■
横
内
正
典（
高
額
な
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
に
貢
献
）

　

�

当
町
出
身
で
東
京
都
在
住
の
医
師
で
あ
り
、
３

年
に
わ
た
り
高
額
な
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
、
町

政
の
発
展
に
寄
与

■
佐
藤
陽
治（
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
前
会
長
）

　

�

当
町
出
身
者
の
首
都
圏
在
住
者
で
組
織
す
る
津

軽
・
東
京
吹
雪
の
会
会
長
と
し
て
町
出
身
者
の

親
睦
を
図
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与

■
大
川
藤
義（
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
前
副
会
長
）

　

�

当
町
出
身
者
の
首
都
圏
在
住
者
で
組
織
す
る
津

軽
・
東
京
吹
雪
の
会
副
会
長
と
し
て
町
出
身
者

の
親
睦
を
図
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与

■
野
上
俊
明（
津
軽
・
東
京
吹
雪
の
会
前
副
会
長
）

　

�

当
町
出
身
者
の
首
都
圏
在
住
者
で
組
織
す
る
津

軽
・
東
京
吹
雪
の
会
副
会
長
と
し
て
町
出
身
者

の
親
睦
を
図
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与

■
三
上　
寛（
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
）

　

�

当
町
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
合

併
５
周
年
の
際
に
任
命
し
た
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
大
使
と
し
て
、
当
町
の
知
名
度
向
上

に
寄
与

■
横
山
ひ
で
き（
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
）

　

�

当
町
出
身
の
タ
レ
ン
ト
。
合
併
５
周
年
の
際
に

任
命
し
た
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
と

し
て
、
当
町
の
知
名
度
向
上
に
寄
与

■
木
村　
巌（
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
）

　

�「
金
多
豆
蔵
人
形
一
座
」
の
主
宰
者
。
合
併
５

周
年
の
際
に
任
命
し
た
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
大
使
と
し
て
、
当
町
の
知
名
度
向
上
に
寄
与

■
宝
富
士
大
輔（
大
相
撲
関
取
）

　

�

当
町
出
身
の
関
取
と
し
て
活
躍
、
当
町
の
知
名

度
向
上
に
寄
与

■
阿
武
咲
奎
也（
大
相
撲
関
取
）

　

�

当
町
出
身
の
関
取
と
し
て
活
躍
、
当
町
の
知
名

度
向
上
に
寄
与

黒石八郎氏 会場は爆笑！

表彰された12人に会場から拍手が贈られる



■平成17年
３月28日　中里町と小泊村が合併し「中泊町」誕生
４月４日　富野保育所民営化・開所式
４月25日　小野俊逸町長初登庁
７月５日　合併記念式典
７月11日　地域連絡バス運行開始
７月14日　大沢内ため池公園開園
11月６日　中里高校創立30周年記念式典
12月12日　花・木・鳥制定

■平成18年
３月28日　町民憲章制定
３月31日　下前小学校閉校
７月21日　第１回ホタルまつりinなかどまり
12月13日　もったいない条例制定

■平成19年
２月10日　なかどまりイガ米～きてけフェア
４月２日　防災行政用無線開通式
４月23日　中泊町図書館文部科学大臣賞を受賞
11月11日　集団回収育成推進事業説明会

■平成20年
１月21日　戸籍電算システム可動
３月31日　金木高校小泊分校閉校
４月１日　郵便局での証明書交付事務開始
６月３日　大沢内ため池「湧つぼ」平成の名水百選に選定
７月11日　徐福の里オープン
11月４日　日本海漁火センターに小泊支所移転

■平成21年
４月１日　武田・中高線バス運行開始
４月29日　学校給食センター落成
６月６日　第1回岩木川芦野頭首工ヤマメ体験学習放流
８月11日　「金多豆蔵人形劇場」こけらおとし
10月８日　小説「津軽」の像建立20周年式典
12月25日　�天皇賞・三上新一氏、田中稔賞・荒関敬悦氏受賞

記念祝賀会

■平成22年
３月29日　小泊消防署移転
４月１日　薄市保育所民営化
８月10日　�合併５周年記念式典　三上寛氏、横山ひでき氏、

木村巌氏が町イメージアップ大使に任命

　平成17年３月28日、農業の町「中里町」と漁業の町「小
泊村」が合併し、「中泊町」が誕生しました。誕生から
町民のみなさまと共に歩んだこの10年間を写真や年表
で振り返ります。

Ｈ17. 3. 28 本庁開庁式

Ｈ18. 7. 23,24 ホタルまつり

Ｈ19. 2. 10 イガ米～きてけフェア

Ｈ20. 11. 4 小泊支所移転

Ｈ21. 4. 29 給食センター落成



８月26日　宝富士関十両昇進祝賀会
11月12日　パルナスで地域づくり団体全国大会を開催

■平成23年
２月３日　小泊中学校体育館落成式
３月11日　東日本大震災発生
３～６月　東日本大震災被災地支援へ町職員計13人派遣
５月２日　�小野町長が被災地「階上町」を訪問
５月６日　�小野町長が被災地「宮城県女川町」を訪問
８月９日　宝富士関幕内昇進祝賀会

■平成24年
３月11日　小泊地域で地震・津波避難訓練
４月８日　駅ナカにぎわい空間オープン
７月29日　米国へ青少年スポーツ国際交流使節団派遣
11月19日　中里高校単独校で存続決定
12月10日　空き家条例可決

■平成25年
２月８日　中泊町子ども議会初開催
２月23日　なかどまり冬まつり初開催
４月　　　管内小・中学校でいじめ撲滅宣誓式
５月26日　日本海中部地震30年追悼慰霊式
６月22日　�町農産物加工販売施設「ピュア」・町一般廃棄物

最終処分場の合同落成式
８月３日　町長、町中学生らが米国クランフォード町訪問
８月22日　中里中野球部東日本少年軟式野球大会
　　　　　優勝記念パレード
９月21日　下前地区で徐福まつり初開催
12月７日　もったいない町民大会で横内正典氏講演

■平成26年
７月17日　町イメージキャラクターデザイン優秀作品決定
８月５日　中里地区で大雨被害
９月17日　新おもてなしグルメメニュー開発スタート
９月14日　活ハマまつり開催
12月25日　町イメージキャラクター愛称決定
12月28日　阿武咲関十両昇進記念祝賀会

■平成27年
２月23日　新町営住宅「もみじ団地」４棟完成
３月28日　合併10周年記念式典

中泊町誕生から10年

Ｈ22. 8. 26 宝富士関十両昇進祝賀会

Ｈ23. 5. 2 階上町を訪問

Ｈ24. 3. 11 地震・津波訓練

Ｈ25. 6. 22 ピュア落成

Ｈ26. 12. 28 阿武咲関十両昇進祝賀会



平成27年度

 　当初予算

〈用語の説明〉
自主財源……町が自主的に得る収入
依存財源……�国、県から定められた額を交付さ

れたり割り当てられたりする収入
町　　税……�町民の皆さまに納めていただく町

民税や固定資産税などの税金
地方交付税…�国から町に交付されるお金。国税

である所得税、法人税、酒税、消
費税、たばこ税の一定割合を町の
財政力に応じて交付されます

国庫支出金…�特定の目的の事業のために国が補
助するお金

県支出金……�特定の目的の事業のために県が補
助するお金

繰 入 金……積立金の取り崩しなどのお金
繰 越 金……�前の会計年度から次の会計年度へ

持ち越したお金
町　　債……�事業を行うために町が計画的に借

りるお金

　医療保険や上・下水道など特定の目的にのみ使われる特別会計は、７つあります。
　特に国民健康保険や介護保険、後期高齢者医療保険、水道事業など、町民の皆さまに身近なものが、特
別会計で処理されています。

国民健康保険（事業勘定） 2,469,029

国民健康保険（診療施設勘定） 170,091

介護保険事業 1,579,043

農業集落排水事業 40,364

漁業集落排水事業 21,254

特別養護老人ホーム静和園事業 347,300

後期高齢者医療 257,522

水道事業

収益的収入 376,475

収益的支出 291,260

資本的収入 500,000

資本的支出 683,804

（単位：千円） （単位：千円）

特別会計の予算額

歳　　　　　　出 歳　　　　　　入

　町がさまざまなサービスを行うために、お金を出す根拠となるものは「予算」と呼ばれます。
　予算には、さまざまな分野で使われる「一般会計」と、特定の目的のみに使われる「特別会
計」があります。
　今年度のサービス・まちづくりがどのように行われるのか。そのあらましをご紹介します。



平成27年度

 　当初予算

〈用語の説明〉
総務費……�選挙や戸籍、徴税、町の庁舎管理など

の経費
民生費……�高齢者や障害者、児童などの福祉に関

する経費
衛生費……�各種検診や予防接種、ごみ処理などの

経費
農林水産業�費…農林水産業の振興、農業用道路や

水路の整備、農村環境整備などの経費
土木費……�道路整備、除排雪、町営住宅整備など

の経費
消防費……�五所川原地区消防事務組合の負担金や

消防団員の報酬、消防機器の管理など
の経費

教育費……�小中学校の管理、社会教育、生涯学習・
体育の振興、文化財保護などの経費

公債費……町の借金である町債の返済などの経費

　こども・子育て支援新制度に伴い、中里・小泊保育所を
民営化し、地域の幼児教育・保育など子育てを総合的に支
援する事業です。また、保育料の無料化を実施します。

　若者定住に向けて、パルナス南側に予定している「もみ
じ団地」の建設。今年度は、６棟12戸の住宅を整備する
予定です。

　深浦町、平内町に続く新ご当地グルメの開発をすすめます。

　０歳～小学修学前までの医療費を無料化します。さらに、
小～中学生までの医療費の無料化を地方創生事業（H26年度
３月補正予算）で実施します。

　中里・小泊消防署の老朽化したポンプ車等を更新します。

　小泊小・中学校スクールバス運行委託費とバス購入費

　町民の一体感を醸成するためイベント「音楽演奏会、環
境フォーラム」など予定

　役場移転に伴う設計監理費・本体工事費など（２か年の継続事業として計上）

　農地中間機構を活用した貸借による集積を積極的に進めます。

平成27年度はこんな事業を行います

歳　　　　　　出

一般会計予算額　 72億9700万円

合併10周年記念事業（12,000千円）

新庁舎建設事業（76,715千円）

農地中間管理機構事業（49,657千円）

特定教育・保育施設運営事業（260,599千円）

公営住宅建設事業（330,389千円）

新おもてなしご当地グルメ開発事業（5,443千円）

子ども医療費給付事業（12,649千円）

小泊小・中学校スクールバス購入事業（19,793千円）

中里消防署ポンプ車更新事業（42,704千円）、小泊消防署小型動力積載車更新事業（15,292千円）
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こどまり少年少女発明クラブ（会長・沼田雅
輝）が出場した第16回青森県・げんねん

ジュニアロボットコンテスト。２月14日㈯六
ヶ所村体育館で開催され、同クラブから10人
がエントリーしました。
　今年は選手宣誓を務めた２人が大活躍しまし
た。長谷川未侑さん（小泊中1年）は、上級部門
で最高賞である「ロボコン大賞」に、川山雄輝
くんは中級部門で見事優勝しました。
　大会は、初級「ロボコップ相撲六ヶ所場所」、
中級「ロボ-1グランプリ４」、上級「ボール・オ
ン・タワー」の３種目に分かれて行われました。初級部門では団体戦で久保田希空くん（小泊小４年）、吉田晴翔
くん（小泊小４年）、久保田優くん（小泊小５年）のチームが３位、上級では、山田法康くん（小泊中３年）が審査員
特別賞である「技術賞」を受賞しました。
　受賞した７人は、３月11日㈬に役場を訪問し、小野町長に大会結果を報告しました。町長は「よく頑張った。
最高賞受賞とは素晴らしい。毎年、良い結果を残しているのは、みなさんの努力の結果だ。次回も後輩たちには
頑張ってほしい。期待している」と激励しました。大賞の長谷川さんは「このような大きい賞をとれてうれしい。
支えてくれたクラブのメンバー、指導員、家族に感謝したい」と受賞を喜んでいました。

浜の未来塾の閉講式が、３月16日㈪)青森市・アラスカ会館で行わ
れました。この「浜の未来塾」は、漁村の活性化を担う人材育

成を目的に、青森県が漁業規則などの法律や水産物の販売マネジメン
トなどの講義と、地域の実践活動を指導しているものです。
　今年度は小泊漁業協同組合職員の赤石玲治さんがこの閉講式で、三
村青森県知事より「浜の未来塾・修了書」を授与されました。赤石さ
んは「この浜の未来塾で学んだことを生かして、小泊地域の漁業の活
性化に努めたい」と話していました。

手口が巧妙化し、漁師たちの生活を脅かす密漁を阻止
しようと、小泊漁業協同組合と小泊磯廻り組合が、

３月19日㈭日本海漁火センターで密漁防止対策講習会を
開催しました。
　主催者を代表して、小泊漁業協同組合理事・小泊磯廻り
組合長の越野義春氏が「我々漁師は厳しい経営を迫られて
いるが、近年はアワビ・サザエの水揚げが好調をみせてい
る。この貴重な資源を守るため密漁を阻止し浜を守ってい

くため、今日は密漁者への対処方法などを学んで役立ててもらいたい」とあいさつしました。
　講習会には、組合員やその関係者約150人が参加しました。講演は、①県警本部生活安全部保安課職員から密
漁防止策、②県農林水産部水産局水産振興課職員からは、漁業のルールと課題、③県漁業協同組合連合会指導部
職員からは、密漁防止対策と監視体制について講演があり、参加者たちは、熱心に耳を傾けていました。

最高賞「ロボコン大賞」受賞
こどまり少年少女発明クラブが活躍

漁業の活性化に役立てたい
赤石さんが「浜の未来塾」で学ぶ

みんなで水産資源を守る‼
密漁防止対策講習会
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■そば打ち体験講座（２月７日）

第２回目のそば打ち体験講座を開催しました。今回も熊木敏
彦氏が講師を務め、小学生から大人まで13人がそば打ちを

体験しました。はじめに講師がデモンストレーション。だんだん、
そばの形になってくると参加者たちは「すごいね。おいしそう」
と感心していました。いざ自分で作るとうまくいった人といかな
かった人もいましたが、２年連続で参加した人は「回を重ねるご
とにうまくできる」と笑顔で話していました。自分で打ったそば
は格別。その場でゆでて、美味しく頂きました。

■雛祭り企画親子でクッキング！（３月１日）

ピュア「パン菓子加工施設」で松しま本店・松島史一氏を講
師に招いて、タルト生地を使った雛ケーキを作りました。

タルトの生地は作ってから時間を置かなければならないので、松
島氏が準備していた生地やクリームを使って、型に張り付けたり
クリームを流し込んだりしました。また実際に生地づくりにも挑
戦して、親子で協力しながら行っていました。タルトが焼きあが
ったあとは、人形にチョコレートで顔を描いたり、イチゴでデコ
レーションするなど、思い思いの雛ケーキを作っていました。最
後は遊び心を取り入れて、タルトとチョコレートを使ったタヌキ
型のケーキを作って楽しみました。

竹内グループ代表・竹内忠義氏が、３月23日㈪町社会福祉協議
会・秋元良一会長を訪問し、町の社会福祉に役立ててほしい

と寄附金の目録を贈呈しました。
　竹内氏は「町の福祉活動に活用していただきたい」と目的を伝え
ました。これに対して、秋元会長は「大変ありがたい。地域福祉推
進のため、当会の事業に有効に活用させていただきたい」と感謝を
述べました。

卒業が迫った中里小学校６年生が３学期、総合的学習
の一環で「町の未来ポスター」を完成させました。

　作品には、マグロ、トマトやブルーベリーなど町の特産
品をPRするもの、自分たちが理想とする助け合う仲良し
の町のこと、運動・禁煙・減塩など健康を重視する長寿の
町のこと、中里地域にほしいコンビニのことなど児童たち
は、それぞれの考えたアイデアをポスターに描きました。
　児童たちは「小学校生活では、ふるさと学習や子ども議
会で、これまで知らなかった地元のことを学ぶことができ

てよかった。中学校でもこの経験を生かして勉強・部活に励みたい」と抱負を話していました。

公民館情報
２月から３月は行事がたくさんありました

町の社会福祉へ活用を
竹内組が社協へ寄附金

中泊町の未来を描く
中里小学校卒業生がポスターづくり

加藤楓登くん 三上海琴さん
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中里保育所で３月25日㈬、お別れ会が行われました。
この会では、１年間を振り返り、入所式、運動会、

お遊戯会などで披露した歌・体操・お遊戯などを懐かし
そうに歌って踊りました。
　来年小学校へと進む児童には、先生や後輩児童たちか
らプレゼントが手渡されました。修了する子どもたちは
それぞれ将来の夢を発表。「消防士、警察官、サッカー
選手、大工、美容師、モデルになりたいです」と元気よ
く発表していました。担任の山田先生は「修了おめでと
う。小学校ではいっぱい勉強して、いっぱいごはんを食べて大きくなってね」と応援のメッセージを送りました。
最後に３月末で中里保育所での勤務を終える先生たちが並び「いままでありがとう。会ったら声をかけてね」な
どと涙をこらえながらお別れのあいさつをしました。

十三湖土地改良区・野上憲幸理事長をはじめ理事のみなさんが、３
月27日㈮小野町長を訪問し、農林水産大臣賞を受賞したことを報

告しました。受賞理由として、地域農業の発展のため団体の運営強化
につとめ、土地改良事業の推進に尽くした成果が特に優秀であること
を評価されました。この受賞をうけて野上理事長は「このように国か
ら評価を受けたことは大変ありがたいこと。今後も地域農業の発展につとめていきたい」と抱負を述べました。

日本財団より中泊町社会福祉協議会へ福祉車両が贈呈され、３
月25日㈬社会福祉協議会で贈呈のセレモニーを行いました。

　秋元会長は「この車両の寄贈は、日本財団のご理解のおかげ。買
い物や通院などサービス向上が期待できる。財団の趣旨に沿うよう
活用していきたい」とあいさつしました。
　車両贈呈として、青森ダイハツモータース五所川原支店須藤氏が
レプリカキーを手渡しました。続いて、利用者を代表し、秋元正美

さん（豊島）が「私たち高齢者にとっては非常にありがたいこと。色々な場面で活用してほしい」と贈呈を喜びま
した。贈呈式後は実際に車いすでの乗降を体験していました。協議会では、日本財団からの念願の初贈呈となり
ました。通院などのサービスに活用していくとのことです。

なんでも行政相談
日　時…４月21日㈫ 午前９時～12時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※�行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

４月22日　竹 内 恭 一、荒 関 徳 勝

５月13日　葛西嘉四次、秋 元 武 弘

４月15日　藪田由比子

　　　　　長内ヱツ子

相談場所　役場相談室　　
相談時間　午前９時～正午

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～正午

※４月より相談時間の終了時間が「14時」→「正午」となります。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。

いままでありがとう、さようなら
中里保育所でお別れ会

優良団体として農林水産大臣賞
十三湖土地改良区が受賞

福祉サービスの向上へ
社会福祉協議会へ福祉車両贈呈
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程
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、
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迎
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■縦覧制度
　自分の固定資産が適正に評価されているか確認
するため、必要な範囲に限って、自分が所有する
資産と、町内のほかの資産価格などを比較できま
す。
○縦覧できる人
　土地… 土地に固定資産税が課税されている納税

者
　家屋… 家屋に固定資産税が課税されている納税

者
○縦覧期間…４月１日㈬～６月１日㈪
　　　午前８時❶❺分～午後５時（土・日・祝日除く）
○縦覧場所…役場税務課・小泊支所
○縦覧に必要なもの
・納 税者本人が縦覧する場合…本人確認書類（運

転免許証・納税通知書・健康保険証など）
・代 理人が縦覧する場合…納税者本人からの委任

状と代理人の本人確認書類
■閲覧制度
　課税台帳をご覧いただいて内容を確認してもら
うもので、平成15年度から納税義務者以外で、
土地や家屋を有償で借りている人（賃借契約書及
び賃借料の領収書など、関係を証するものが必要
です）も対象資産の閲覧ができます。
○閲覧できる人
・固定資産税の納税義務者
・ 土地・家屋の貸借権その他の使用または利益を

目的とする権利（対価が支払われる人に限る）を
有する人

・固定資産を処分する権利を有する一定の人
■その他
　電話による照会にはお答えできません。借地・
借家人は縦覧帳簿の縦覧はできません。

■学生納付特例制度
　所得が少なく保険料を納めることが困難な20歳以上
の学生が将来、年金を受け取ることができなくなること
や、不慮の事故等により障害が残ってしまった場合に、
障害基礎年金を受けることができなくなること等を防止する
ため、申請により保険料の納付が猶予される制度です。
■対象となる人
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修
学校、各種学校に在学する学生等で、ご本人の前年所得

（1月から3月までに申請される場合は前々年所得）が基
準以下の人です。
■所得のめやす
　（118万円+｛扶養親族等の数╳38万円｝）
　一般の保険料免除（全額免除・一部免除）の場合は、世
帯主、配偶者の所得も含めて保険料免除の対象となるか
判定いたしますが、学生特例はご本人の所得のみで判定
することになります。
※「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように
違います。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとな
りますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合、
４月に再申請の用紙が送られてきますので、引続き学生
納付特例制度をご希望の場合は、必要事項の記入の上ご
返送ください。
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障害基礎年金
遺族基礎年金
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〇
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〇
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年金

受給資
格期間

〇
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問

固定資産の評価・課税内容が
ご覧になれます

国民年金のお知らせ
問  役場税務課課税係 内  146

問  役場町民課老保年金係 内  134
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取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
、
里
山
な

ど
で
枯
れ
た
松
や
ナ
ラ
類
を
見
か

け
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆�
募
金
活
動
期
間
…
４
月
１
日
㈬

～
５
月
31
日
㈰
ま
で

　

青
森
県
緑
化
推
進
委
員
会
か
ら

募
金
の
50
％
が
還
元
さ
れ
、
道
路

沿
い
の
花
壇
の
整
備
や
緑
の
少
年

団
育
成
事
業
な
ど
に
助
成
し
て
い

ま
す
。
各
地
域
で
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
Ｈ
27
年
度
緑
化
推
進
事
業

　

４
月
よ
り
申
請
受
付
開
始

◆
Ｈ
26
年
度
募
金
実
績

　

総
額
４
１
１
，２
９
４
円
の
募
金

◆�

Ｈ
26
年
度
緑
化
推
進
事
業
実
績

　

総
額
２
３
０
，０
０
０
円
の
助
成

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
中
里
支
部

女
性
部
・
薄
市
婦
人
会
・
富
野
女

性
部
・
今
泉
茶
ち
ゃ
の
会
・
小
泊

保
育
所
保
護
者
の
会
・
中
里
保
育

所
父
母
の
会
・
中
里
小
学
校
・
武

田
小
学
校
・
中
里
中
学
校
・
薄
市

小
学
校（
花
壇
管
理
・
周
辺
の
緑

化
整
備
）・
薄
市
小
学
校
緑
の
少

年
団
育
成
事
業

　

３
月
５
日
付
け
で
、
今
清
美
さ

ん
が
、
五
林
地
区
民
生
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

県
で
は
離
職
者
な
ど
の
早
期
就

職
促
進
を
図
る
た
め
民
間
教
育
機

関
な
ど
を
活
用
し
た
再
就
職
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
科
名
…
医
療
事
務
科
②

■
定
員
…
20
人

■�

応
募
資
格
…
公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
込
を
お
こ
な
っ
て
い

る
者

■�

受
講
内
容
…
受
付
・
診
療
報
酬

請
求
・
会
計
事
務
な
ど
に
関
す

る
知
識
・
技
能
を
習
得

■�
資
格
取
得
目
標
…
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
３
級
程
度
、
医
療
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
２
級
程
度

■�

募
集
期
間
…
４
月
22
日
㈬
正
午

ま
で

■�

受
講
期
間
…
５
月
13
日
㈬
～
８

月
12
日
㈬（
土
日
祝
日
除
く
）９

時
５
分
～
15
時
50
分

■�

申
込
…
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
へ

■�

選
考
…
書
類
選
考
で
５
月
１
日

に
郵
送
対
応
の
み

■�

受
講
場
所
…
五
所
川
原
市
内
の

民
間
訓
練
施
設
を
予
定

■�

受
講
料
…
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

１
５
，０
０
０
円
、試
験
受
験
料
、

駐
車
場
代
は
別
途
）

松
食
い
虫
被
害
・
ナ
ラ
枯

れ
被
害
の
拡
大
防
止１

５
２

内

役
場
農
政
課
林
務
係

問
西
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

林
業
振
興
課

問

（
72
）６
６
１
３

☎

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を

町
緑
化
推
進
委
員
会
事
務
局

問

１
５
３

内

役
場
農
政
課
林
務
係

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
２
６

内

役
場
福
祉
課
福
祉
係

問医
療
事
務
科
②
受
講
者
募
集

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

問（
34
）３
１
７
１

☎



町からのお知らせ　　HOT INFORMATION

13 平成27年４月号

N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
AP
R 
20
15
.

　

５
月
31
日(

日)
午
前
８
時
50
分

～
12
時
頃
ま
で
一
時
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
迂
回
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
走
れ
メ
ロ
ス
マ
ラ

ソ
ン
Ｈ
Ｐ
又
は
問
合
せ
先
へ
お
願

い
し
ま
す
。

交
通
規
制

　

芦
野
公
園
付
近

　

↓
ヰ
セ
キ
農
機
金
木
営
業
所

　
（
国
道
３
３
９
号
線
）

　

斜
陽
館
付
近

　

↓
か
な
ぎ
病
院
付
近

　

↓
喜
良
市
↓
嘉
瀬
↓
毘
沙
門

　

↓
こ
め
米
ロ
ー
ド
↓
飯
詰

　

↓
五
農
高
↓
五
所
川
原
一
中

　

↓
立
佞
武
多
の
館
付
近

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
Ｕ
Ｃ
・
Ｊ

Ｃ
Ｂ
・
日
専
連
と
加
盟
店
契
約
を

締
結
し
、
医
療
費
等
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
で
き
る
カ
ー
ド
は
、
ビ
ザ
、

マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
、
ジ
ェ
ー
シ
ー

ビ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
エ
ク
ス
プ
レ

ス
、
ダ
イ
ナ
ー
ス
、
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
、
銀
聯
で
す
。
ま
た
、
デ
ビ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
、
１

回
払
い
の
ほ
か
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ

払
い
、
分
割
払
い
等
が
可
能
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
窓
口
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

法
務
局
が
所
掌
す
る
登
記
、
戸

籍
、
供
託
及
び
人
権
な
ど
に
関
す

る
特
設
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
１
人
30

分
以
内
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

日
時
…
６
月
６
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時

■�

会
場
…
青
森
地
方
法
務
局
五
所

川
原
支
局

■�

相
談
内
容
…
土
地
建
物
の
登
記
、

相
続
、
境
界
、
離
婚
、
家
賃
な

ど
の
供
託
、
遺
言
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
お
年
寄
り
や
子
ど

も
の
い
じ
め
な
ど

■�

担
当
者
…
法
務
局
職
員
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
人
権
擁
護
委
員

■�

そ
の
他
…
平
日
の
登
記
相
談
は

予
約
制
と
な
り
ま
す

　

小
泊
ふ
れ
あ
い
運
動
場
で
、
今

年
も
小
泊
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す（
た
だ
し
、
全
日
制
学

生
は
除
く
）

　

特
に
中
里
地
域
か
ら
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

試
合
日
程
…
５
月
中
旬
か
ら
毎

週
月
曜
日（
予
備
日
金
曜
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

■
申
込
締
切
…
４
月
30
日

■
参
加
料
…
１
人
１
，０
０
０
円

■
前
年
度
参
加
チ
ー
ム

○ 

イ
カ
ー
ズ
…
商
工
業
者
、
会
社

員
中
心
の
チ
ー
ム

○ 

無
限
会
…
五
所
工
卒
業
生
中
心

の
チ
ー
ム

○ 

メ
ッ
ツ
…
町
職
員
、
退
職
者
中

心
の
チ
ー
ム

　県では、自動車税の口座振替の申込
みを受け付けています。
　平成27年度分から口座振替を希望
される人は納税者本人の通帳と預金届
出印を持参のうえ４月30日までに、
取扱金融機関または地域県民局県税部
にお申込みください。（すでに口座振替
を申し込まれている人でも、自動車の
買換えやナンバー変更により申込内容
が変更となった場合は再度申込みが必
要となります）

■玉掛け技能講習会
　つり上げ荷重１トン以上の玉掛け業務
・日時…５月18日～20日　９時～17時
・場所…学科　西北労働基準協会
　　　　実技　齋勝建設㈱構内
・資格…満18歳以上
・締切…５月12日（定員40人で締切）

■小型移動式クレーン運転技能講習会
　 つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーン運転業務
・日時…６月３日～５日　９時～17時
・場所…学科　西北労働基準協会
　　　　実技　齋勝建設㈱構内
・資格…満18歳以上
・締切…５月27日（定員40人で締切）
※ 申込及び受講一部免除・受講料など問

合せは当協会まで

５
月
₃₁
日
㈰
開
催「
走
れ
メ
ロ

ス
マ
ラ
ソ
ン
」に
よ
る
交
通
規
制

務
局 
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
内

走
れ
メ
ロ
ス
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

問（
3⓹
）２
１
１
１

☎

３
３
２
０

内

医
療
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
に
つ
い
て

つ
が
る
総
合
病
院
医
事
課
医
事
係

問

２
２
１
０

内

（
3⓹
）３
１
１
１

☎

参
加
選
手
募
集 

ナ
イ
タ
ー
野

球
で
い
い
汗
流
し
て
み
ま
せ
ん
か

小
泊
ナ
イ
タ
ー
野
球
事
務
局（
三
上・成
田
）

問（
⓺4
）３
１
９
９
／（
⓺4
）３
５
５
３

☎

法
律
な
ん
で
も
相
談
所
・

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支

問
局
総
務
係

（
43
）２
３
３
０

☎

自動車税の納付は
口座振替をご利用ください

玉掛け技能講習会
小型移動式クレーン技能講習会

問  西北地域県民局県税部納税管理課
☎  34－2111 内  205
県税・市町村税インフォメーション
HP http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

問  西北労働基準協会
☎  35－6336
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区　分 新　　　　　　任 旧　　　　　　任 氏　名
参事・課長級 参事・小泊支所長事務取扱

福祉課長
環境整備課長
議会事務局長
教育委員会総務学務課長
教育委員会社会教育課長
副参事・文化ホール館長事務取扱
副参事・図書館長・博物館長事務取扱
副参事・学校給食センター所長事務取扱
副参事・中里・小泊保健センター所長事務取扱
税務課副参事（課税係担当）
福祉課副参事（福祉推進係担当）
福祉課副参事（介護保険係・福祉係担当）
環境整備課副参事兼土木係長事務取扱
上下水道課副参事兼庶務係長事務取扱
会計課副参事兼会計係長事務取扱
副参事・静和園副園長事務取扱

参事・環境整備課長事務取扱
福祉課長補佐（介護保険係担当）
副参事・文化ホール館長・図書館長事務取扱
総務課長補佐（庶務係、消防防災係担当）兼庶務係長事務取扱
教育委員会教育課副参事兼総務係長・学務係長事務取扱
副参事・中里・小泊保健センター所長事務取扱
会計課長補佐兼会計係長事務取扱
副参事・中里保育所長事務取扱
副参事・小泊保育所長事務取扱
福祉課長補佐兼福祉推進係長事務取扱
税務課長補佐（課税係担当）
上下水道課長補佐兼庶務係長事務取扱
福祉課長補佐兼福祉係長事務取扱
環境整備課長補佐（土木係担当）
副参事・上下水道課小泊事業所長事務取扱
財政課長補佐（財政係担当）
静和園長補佐（庶務係担当）

三 上 　 忠 一
小 寺 　 康 子
佐 藤 　 一 広
葛 西 　 成 芳
外 﨑 　 良 造
伊 藤 　 定 照
竹 内 　 　 晃
泉 　 　 信 昭
對 馬 　 有 二
阿 部 　 　 明
佐 藤 　 恭 一
竹 谷 　 　 覚
藤 田 　 順 悦
藤 本 　 雅 久
加 藤 　 孝 典
成 田 　 勝 輝
谷 　 伊 久 弥

課長補佐級 総務課長補佐（庶務係、消防防災係担当）兼庶務係長事務取扱
財政課長補佐（財政係担当）
町民課長補佐（戸籍住民係担当）兼戸籍住民係長事務取扱
小泊支所長補佐（住民係担当）兼住民係長事務取扱
議会事務局次長
選挙管理委員会事務局次長

総務課長補佐兼秘書係長事務取扱
財政課財政係長
町民課戸籍住民係長
小泊支所住民係長
農政課商工係長
選挙管理委員会事務局係長

越 野 　 進 一
木 元 　 　 剛
下 山 　 貴 子
荒 木 あ つ 子
加 藤 　 成 子
田 中 　 綾 人

係 長 級 総務課秘書係長
総務課企画係長兼広報係長
財政課財政係長
福祉課福祉係長
福祉課福祉推進係長
町民課老保年金係長
農政課農業振興係長
農政課開発第一係長
農政課開発第二係長
農政課商工係長
環境整備課庶務係長
小泊支所管理係長
教育委員会社会教育課社会教育係長
中里保健センター主任保健師（中里担当）
中里保健センター主任保健師（小泊担当）
静和園庶務係長

小泊支所管理係長
総務課広報係長
町民課国民健康保険係長
福祉課福祉係主幹
中里保育所主任保育士
町民課老保年金係主幹
農政課農業振興係主幹
農政課開発係長
農政課開発係主幹
小泊保育所保育士
議会事務局係長
環境整備課土木係長
教育委員会教育課社会体育係長
中里保健センター保健師
中里保健センター保健師
静和園庶務係主幹

白 崎 　 春 樹
太 田 　 　 準
白 川 　 　 隼
山 田 　 彰 広
五 十 嵐 浩 乃
奈 良 　 英 憲
大 川 　 朝 央
古 川 　 英 樹
木 村 　 将 師
下 山 和 賀 子
成 澤 　 良 子
大 西 　 　 司
成 田 　 寿 美
加 藤 美 奈 子
伏 見 　 睦 世
米 塚 　 健 二

配 置 換 総務課庶務係総括主幹
総務課広報係主事
財政課管財係総括主幹
福祉課福祉係主事

図書館業務係総括主幹
教育委員会教育課学務係主事
博物館業務係総括主幹
福祉課福祉推進係主事

熊 木 さ と み
佐 藤 伸 之 介
伊 藤 さ と み
小 寺 　 一 樹

平成27年度 町職員人事異動 （４月１日付）
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区　分 新　　　　　　任 旧　　　　　　任 氏　名
配 置 換 町民課戸籍住民係主幹

町民課国民健康保険係主幹
農政課林務畜産係主事
環境整備課土木係主事
小泊支所管理係主事
小泊支所住民係主幹
教育委員会総務学務課総務係主査
教育委員会総務学務課学務係主査
教育委員会社会教育課社会教育係（小泊事務所担当）総括主幹
教育委員会社会教育課社会体育係主幹
博物館業務係総括主幹
学校給食センター総括主幹
農業委員会農地係総括主幹
中里保健センター保健師
中里保健センター保健師
静和園庶務係総括主幹
総務課総括主幹（車両係担当）

総務課庶務係主幹
町民課戸籍住民係主幹
農政課林務係主事
小泊支所管理係主事
農業委員会農地係主事
小泊保育所保育士
教育委員会教育課総務係主事
財政課管財係主事
小泊支所住民係総括主幹
教育委員会教育課社会教育係主幹
中里保育所保育士
中里保育所保育士
中里保育所保育士
小泊保健センター保健師
小泊保健センター保健師
中里保育所保育士
総務課付

柏 崎 さ お り
大 川 　 美 穂
三 上 　 朝 広
大 川 　 幸 世
武 田 　 　 響
奈 良 　 恵 美
神 　 　 典 子
成 田 　 良 輝
長 谷 川 朱 子
田 中 　 寿 和
古 川 美 江 子
澤 田 真 紀 子
開 米 る み 子
岡 本 　 智 子
熊 木 　 香 織
伊 藤 　 優 子
木 村 　 和 美

派 遣 （課長級）つがる西北五広域連合かなぎ病院・派遣延長
（課長級）後期高齢者医療広域連合・派遣延長
中泊町地域包括支援センター・派遣延長
つがる西北五広域連合かなぎ病院 旧任議会事務局主査

毛 内 　 康 裕
磯 野 　 裕 子
蝦 名 ち あ き
工 藤 　 利 康

区 分 内　　　容 氏　名
兼 務 体育センター所長・海洋センター所長 伊 藤 　 定 照

事務取扱 町民課国民健康保険係長事務取扱
農政課林務畜産係長事務取扱
総務学務課総務係長・学務係長事務取扱
社会教育課社会体育係長事務取扱
図書館業務係長事務取扱

長 利 香 代 子
工 藤 　 泰 博
外 崎 　 良 造
伊 藤 　 定 照
泉 　 　 信 昭

事務取扱
解 除

総務課企画係長事務取扱
福祉課福祉係長事務取扱
町民課老保年金係長事務取扱
農政課林務係長・畜産係長事務取扱
農政課農業振興係長事務取扱
環境整備課庶務係長事務取扱

山 中 　 哲 哉
藤 田 　 順 悦
今 　 　 芳 文
工 藤 　 泰 博
古 川 　 幹 人
野 村 　 　 司

担 当 農政課林務畜産係
農政課開発第一係・開発第二係

工 藤 　 泰 博
古 川 　 幹 人

担当解除 町民課戸籍住民係担当
農政課林務係・畜産係担当
農政課開発係担当

今 　 　 芳 文
工 藤 　 泰 博
古 川 　 幹 人

併 任 農業委員会事務局書記
選挙管理委員会事務局書記
監査委員事務部局職員

武 田 　 　 響
武 田 　 　 響
加 藤 　 成 子

区 分 内　　　容 氏　名
併任解除 農業委員会事務局書記

選挙管理委員会事務局書記
監査委員事務部局職員

大 川 　 幸 世
大 川 　 幸 世
工 藤 　 利 康

退 職
（3月31日付）

参事・福祉課長事務取扱
参事・議会事務局長事務取扱
参事・教育委員会教育次長兼教育課長事務取扱
小泊支所長
教育委員会教育課副参事兼博物館長・体育
センター所長・海洋センター所長事務取扱
副参事・学校給食センター所長事務取扱
環境整備課庶務係総括主幹
中里保健センター主任保健師
小泊保育所主任保育士
体育センター総括主幹

福 士 　 敬 悦
神 　 　 輝 雄
三 上 　 勇 逸
新 野 　 俊 雄

花 田 　 佳 悟

山 内 　 芳 幸
葛 西 マ ツ 子
秋 元 　 歌 子
永 坂 　 秀 子
田 中 　 和 子

再 任 用 総務課
上下水道課小泊事業所
体育センター
体育センター
図書館

福 士 　 敬 悦
新 野 　 俊 雄
神 　 　 輝 雄
三 上 　 勇 逸
永 坂 　 秀 子

再 任 用
任期満了
（3月31日付）

総務課
学校給食センター

三上　  孝
大 川 　 　 修
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　北海道新幹線開業の来年３月デビューを予定して
進めている当町の新おもてなしグルメ・開発会議の
６回目が、３月11日㈬日本海漁火センターで行わ
れました。この日は、特別ゲストとして深浦マグロ
ステーキ丼を手がけた、深浦マグロ料理推進協議会
の西崎会長が参加。「深浦では、マグステ丼を開発し、
たくさんのお客さんを呼ぶことができた。この経験
をみなさんにも役立てたい」と激励しました。
　イカだけではなく、ウスメバルやマグロも加えて
開発しようとした今回の会議。参加した６団体がそ
れぞれイカ、クロマグロ、ウスメバルをつかった試
作品を持ち寄りました。イカすき焼き、メバルの煮
物、焼き物などそれぞれ案が出されました。
　ヒロ中田氏は「今回メニューの仕上がりがよく、
デビューを前倒しできるのではないか。今後は
1,200円で販売できるよう考えていきましょう」と
参加者へ伝えました。
　これまでグルメ開発はイカにこだわって進めてき
ましたが、メニューには県１位の漁獲量であるウス
メバルを取りいれていくことで確認しました。

　また、次回の４月会議までに、参加店舗のみなさ
んが集まり、アイデアを詰めていくこととしていま
す。また、デビューを早めるため、これまで月１回
だった開発会議は、月３～４回のペースにしてメニ
ューづくりに向けて加速させていくそうです。

　利用者のみなさんに活用してほしいと、竹内企業グル
ープ代表・竹内宏人氏が、３月23日㈪静和園を訪問し、
宝富士関と阿武咲関のフェイスタオル各140本を寄贈し
ました。
　竹内氏は「利用者のみなさんも一緒になって、両関取
を応援して、楽しんで盛り上げてもらいたい」と寄贈の
目的を伝えました。受け取った利用者のみなさんも「あ
りがたいなー」と喜んでいました。

　まだまだ記憶に新しい東日本大震災。自然災
害はいつ起こるかわかりません。備えあれば憂
いなし。いざという時のために備蓄品を確認しておきましょう。
また、知っておくと安心な鍋を使った炊飯を紹介します。普段の
ごはんは炊飯器を使っているため、面倒に感じるかもしれません
が、意外と簡単でおいしいので、知っておくと重宝です。

①米を水に浸す（夏場：30分、冬場：１時間）
②米を研ぐ。
③研いだ米と同体積の水を準備する。
④ ふたをして強火にかけ、沸騰したら２分間

強火のままで炊く。
　㊟ 鍋肌から泡が出たり、沸騰音が聞こえて

も、まだふたはとりません。
　 その後中火にして３分、さらに弱火にして

５分程度火にかける。（計10～12分）
⑤ 火を止め、ふたと鍋の間にフキンをして

10分間蒸らして、出来上がり。
※ 水の量は、米１合に対し水200mlが目安

となりますが、好みに合わせて水加減を調
整してください。

新・おもてなしご当地グルメ開発中

当町は「イカ」と「ウスメバル」

こんにちは！ 食生活改善推進員会です

“鍋炊きごはん”
＊いざというときの備え＊

知っておこう！

《鍋炊きご飯の炊き方》
　　＊準備するもの … 鍋、計量カップ（コップ）、米、水
　　　　　　　【ご飯の炊き方】
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平
成
㆓柒
年
３
月
㆓⓹
日
か
ら
、
中

里
消
防
署
で
新
救
急
車
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
車
種
は
「
日

産
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
」
か
ら
「
ト

ヨ
タ
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
」
に
な
り
、

今
ま
で
よ
り
車
内
空
間
が
広
く
、

最
新
鋭
の
救
急
資
器
材
が
搭
載
さ

れ
、
更
に
高
度
な
救
急
救
命
処
置

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
全
国
的
な
高
齢
化

に
伴
い
、
救
急
車
の
要
請
件
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
軽
症
と

思
わ
れ
る
救
急
要
請
が
多
い
の
も

現
実
で
す
。
そ
の
た
め
本
当
に
救

急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
対
応
が
困
難
と

な
り
近
隣
の
消
防
署
か
ら
救
急
車

が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
到
着
が

遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
を
要

す
る
方
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
㆓⓹
年
６
月
よ
り
開
始
さ
れ

た
高
機
能
消
防
指
令
台
の
運
用
に

伴
い
、
出
場
体
制
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
消
防
署
へ
の
加
入
電

話
・
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
を
本

部
指
令
台（
１
１
９
番
）へ
転
送
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
電
話
で
災
害
出

場
や
救
急
出
場
な
ど
と
判
断
し
た

ら
す
ぐ
に
消
防
署
か
ら
本
部
指
令

台（
１
１
９
番
）へ
電
話
を
転
送
し

て
、
具
体
的
な
内
容
は
本
部
指
令

課
が
聴
取
し
、
指
令
を
出
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
通
報
か
ら
出
場
ま

で
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
電
話
か
ら
１
１
９

番
へ
通
報
す
る
と
、
災
害
現
場
を

瞬
時
に
特
定
で
き
、
そ
の
場
所
を

速
や
か
に
各
消
防
署
へ
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
消
防
署
の
加
入

電
話
へ
連
絡
す
る
よ
り
、
１
１
９

番
へ
通
報
し
た
方
が
出
場
が
よ
り

速
や
か
に
で
き
ま
す
。

　

火
事
や
救
急
の
要
請
を
す
る
際

は
、
１
１
９
番
へ
の
通
報
に
ご
協

力
下
さ
い
。
な
お
、
病
院
照
会
は

叅㆕

－

４
９
９
９
に
な
り
ま
す
。

○ テーマ　　「野菜・庭づくり」特集！
　 　庭づくりから野菜、果樹、ハーブ　など幅広く
園芸の本を集めました。これからの季節にお役立
てください。

『今日も一日きみを見てた』  角田　光代　KADOKAWA
『森に願いを』  乾　　ルカ　実業之日本社
『透明カメレオン』  道尾　秀介　KADOKAWA
『冷蔵庫を抱きしめて』  荻原　　浩　新 潮 社
『奴隷小説』  桐野　夏生　文藝春秋

■夏期の営業時間について
　４月～11月まで、「ピュア」の営業時間が９時～
18時となります。
　なお、毎日22日は「ピュアの日」となっており、
嬉しい特典があります。お楽しみに！

・花柳穂紀桜会　３月９日㈪、18人が来園され
ました。当日は、３月晴れとすがすがしい天候の
中、華麗な演舞、全12演目を披露してください
ました。最年少６歳と７歳の夫婦坂を見て、「な
んぼめごいばな」と手を叩いて喜んでいました。

・雲祥寺妙音会　３月16日㈪、６人が来園され、
入所者のみなさんへ使ってほしいとタオルの寄贈
がありました。また、南こうせつさん作曲の「ま
ごころに生きる」という曲を美しいハーモニーを
交ぜながら歌のプレゼントもありました。

３月号のお詫びと訂正
　広報なかどまり３月号子ども議会４ページの長利
絢捺さんの写真のご紹介で「小泊小」と記載しまし
たが、正しくは「中里小」です。ご本人はじめ関係
者のみなさんに大変ご迷惑をおかけしました。お詫
びし、訂正させていただきます。� 〈広報係〉

新
救
急
車
運
用
開
始
！

１
１
９
へ
の
転
送
に
つ
い
て

今月のMiniコレクション

新刊情報

「ピュア」の夏期営業時間変更
問  ピュア ☎  57－5054

慰　
問

寄　
贈
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①
毎
日
の
仕
上
げ
み
が
き
②
笑
顔
♥
や

さ
し
い
と
こ
ろ
♥

①
お
風
呂
で
の
歯
み
が
き
遊
び
②
元
気

な
と
こ
ろ

①
お
菓
子
を
食
べ
た
ら
歯
み
が
き
を
欠

か
さ
ず
す
る
②
明
る
く
元
気
な
と
こ
ろ

①
仕
上
げ
み
が
き
を
毎
回
し
て
ま
す
②
い

つ
で
も
ニ
コ
ニ
コ
明
る
く
元
気
な
と
こ
ろ

①
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い
る
②
笑
顔

が
似
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

①
必
ず
仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
②
元
気

な
と
こ
ろ

①
よ
く
歯
ブ
ラ
シ
を
か
む
の
で
、
マ
メ
に

替
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
②
元
気
い
っ

ぱ
い
で
笑
顔
が
か
わ
い
い
と
こ
ろ
♥

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

■
保
健
協
力
員

派
立
上
…
相
馬
加
代
子
、
加
藤
美
津
子

／
派
立
中
…
大
川
春
江
、
尾
野
綾
子
、

竹
内
ノ
リ
子
／
派
立
下
…
荒
関
康
子
、

荒
関
愛
美
／
向
町
上
…
敦
賀
ミ
チ
、
古

川
の
ぶ
子
／
向
町
下
…
金
澤
チ
ヱ
、
古

川
と
み
子
／
五
林
…
古
川
の
り
子
、
太

田
節
子
／
宮
川
…
小
寺
京
子
／
宮
野
沢

…
山
本
則
子
、
外
崎
良
子
／
深
郷
田
上

…
藤
崎
正
子
、
菊
池
文
子
／
深
郷
田
下

…
松
谷
ま
さ
子
／
八
幡
…
小
野
美
恵
子

／
大
沢
内
…
大
川
昭
子
、
前
田
惠
美
子

／
二
タ
見
…
前
田
優
子
／
富
野
…
大
川

初
代
、
今
綾
子
／
豊
島
…
松
田
幸
美
／

芦
野
…
秋
元
貞
子
／
田
茂
木
…
鈴
木
節

子
、
佐
野
ト
シ
子
／
長
泥
…
佐
藤
美
之

／
若
宮
…
田
中
町
子
／
上
豊
岡
…
菅
原

栄
子
／
下
豊
岡
…
米
塚
テ
ツ
子
、
石
川

み
ゆ
き
／
福
浦
…
三
上
美
惠
子
／
竹
田

…
片
山
カ
ヅ
子
／
尾
別
…
古
川
シ
ズ
子
、

葛
西
昭
子
、
小
山
内
幸
子
／
上
高
根
…

小
野
順
子
、
木
村
百
合
子
／
下
高
根
…

野
上
舞
、
佐
々
木
生
子
／
薄
市
上
…
中

村
千
鶴
子
、
秋
元
文
子
、
大
屋
修
子
／

薄
市
下
…
福
士
ひ
ろ
子
、
成
田
雅
子
、

北
畠
惠
子
／
今
泉
上
…
三
上
春
江
、
秋

田
谷
ち
づ
子
／
今
泉
下
…
三
上
秀
子
／

花
丘
町
…
龍
野
恵
子
、
今
友
加
、
成
田

ト
ミ
ヱ
／
若
葉
町
…
久
保
田
千
晴
、
角

田
秋
代
、
笹
山
和
子
、
高
山
靜
枝
／
新

町
１
…
田
名
部
恵
美
子
、
岩
川
た
き
、

中
山
禮
津
／
新
町
２
…
赤
石
り
お
子
、

佐
々
木
増
美
、
藤
丸
れ
き
子
／
小
泊
派

立
…
角
田
貴
代
栄
、
西
澤
美
子
、
成
田

み
つ
子
、
高
杉
敬
子
、
宮
越
友
江
、
山

田
よ
し
子
／
上
町
…
鈴
木
敏
子
、
山
内

つ
ぎ
子
、
葛
西
洋
子
、
北
島
眞
知
子
／

浜
町
…
佐
藤
ス
ミ
、
大
石
和
子
、
敦
賀

珠
恵
／
入
舟
…
今
野
柳
子
、
成
田
い
ね

子
／
折
戸
…
成
田
ひ
と
み
／
下
前
上
…

角
田
志
保
子
、
太
田
京
子
、
成
田
八
千

代
、
山
田
久
子
／
下
前
中
…
永
坂
眞
澄
、

佐
藤
眞
子
、
奈
良
有
美
子
、
佐
藤
眞
砂

子
／
下
前
浜
…
成
田
キ
ミ
ヱ
、
奈
良
久

子
、
藪
田
由
比
子
、
藪
田
規
子
、
赤
石

さ
と
代
／
温
泉
町
…
越
野
由
美
子
、
川

山
真
樹
子

■
食
生
活
改
善
推
進
員

派
立
中
…
大
川
春
江
／
派
立
下
…
工
藤

栄
子
、
荒
関
マ
キ
エ
／
向
町
下
…
加
藤

キ
ミ
ヱ
／
五
林
…
今
雪
子
／
富
野
…
大

川
初
代
、
石
川
美
穗
子
、
田
戸
岡
と
も

子
、
長
利
秀
子
、
三
上
エ
コ
／
豊
島
…

加
賀
田
昭
子
／
芦
野
…
佐
藤
ミ
ユ
キ
／

下
豊
岡
…
長
利
富
士
子
、
加
藤
君
子
／

福
浦
…
三
上
美
惠
子
、
竹
内
カ
ヅ
子
、

新
岡
和
子
／
温
泉
町
…
秋
田
谷
雪
枝
／

小
泊
派
立
…
秋
元
英
子
、
成
田
順
子
、

藤
田
美
智
子
、
山
田
千
春
／
上
町
…
澁

谷
鶴
乃
／
浜
町
…
佐
藤
ス
ミ
、
橋
本
美

保
子
、
駒
井
昭
江
、
川
合
ミ
チ
エ
／
入

舟
…
今
野
柳
子
／
下
前
上
…
成
田
や
よ

ゑ
、
成
田
つ
り
子
、
太
田
京
子
、
太
田

裕
子
、
山
田
榮
久
子
、
角
田
志
保
子
、

成
田
リ
キ
コ
／
下
前
中
…
磯
野
と
し
子
、

成
田
恒
美
、
佐
藤
眞
子
、
佐
藤
美
恵
子

／
下
前
浜
…
奈
良
久
子
、
藪
田
由
比
子

　

４
月
２
日
、
保
健
協
力
員
・
食
生
活

改
善
推
進
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

に
な
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◉
保
健
協
力
員

　

町
内
ご
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
協
力

員
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
健
診
に
向
け
て
、

受
診
勧
奨
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
。
そ
の
他
に
も
保
健
事
業
の
協
力
や

相
談
を
受
け
た
事
柄
を
保
健
師
に
つ
な

げ
る
な
ど
、
町
健
康
づ
く
り
事
業
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
す
。

◉
食
生
活
改
善
推
進
員

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
や
正
し
い
食
習
慣
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
乳
児
健
診

で
の
離
乳
食
の
提
供
や
料
理
講
習
会
な

ど
、
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
、
食
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

保
健
協
力
員
・
食
生
活
改
善
推
進
員

の
皆
さ
ん
は
、
研
修
会
や
健
康
教
室
へ

の
参
加
や
健
診
受
診
を
通
し
て
、
自
ら

を
研
鑽
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
〝
元
気
に
長
生
き
〞
で
き
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
一
緒
に

木村琉
る
愛
あ
ちゃん

（竹　田）

竹原美
み
花
か
ちゃん

（新町２）
伏見優

ゆう
汰
た
ちゃん

（薄市下）

中谷凌
り
久
く
ちゃん

（深郷田上）

三上夏
なつ
輝
き
ちゃん

（今泉下）
木村　颯

りく
ちゃん

（上高根）

若尾　辿
てん
ちゃん

（宮野沢） 中里 ☎（⓹7）3920
小泊 ☎（⓺4）3748

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

３
歳
児
健
診
に
て（
３
月
５
日
）

※ 

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の

な
い
子
は
❶❷
人
中
７
人
で
し
た
。

保
健
協
力
員

食
生
活
改
善
推
進
員

地
域
の
み
な
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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小　

林　

た　

ね 

⓼⓺ 

（
向
町
上
）

今　

本　

和　

子 

⓼⓺ 

（
今
泉
上
）

今　
　
　

金　

昭 

⓺⓹ 

（
薄
市
上
）

松　

舘　

ハ
ナ
エ 

⓽㆓ 

（
薄
市
上
）

塚　

本　

武　

好 

⓽㆒ 

（
下
豊
岡
）

成　

田　

ナ　

ツ 

⓽⓽ 

（
八　

幡
）

古　

川　

栄　

子 

柒⓺ 

（
二
タ
見
）

古　

川　

傳
三
郎 

⓼⓽ 

（
上
高
根
）

鈴　

木　

繁　

美 

柒⓽ 

（
若　

宮
）

葛　

西　

晴　

一 

柒⓺ 

（
上
高
根
）

藤　

島　

藤　

春 

⓼叅 

（
深
郷
田
上
）

工
藤　

冨
士
太
郎 

⓼柒 

（
入　

舟
）

越　

野　

輝　

正 

柒⓽ 

（
新
町
１
）

今　
　
　

與　

造 

⓽₀ 

（
小
泊
派
立
）

鎌　

田　

つ　

や 

⓼⓼ 

（
小
泊
派
立
）

久
保
田　

嘉　

幸 

⓼⓹ 

（
小
泊
派
立
）

佐　

藤　

み　

わ 

⓽₀ 

（
下
前
上
）

16 木

17 金

18 土 10：00～16：00 図書室開放（小泊地域）

19 日 ８：10～ 子ども会廃品回収

20 月

21 火

22 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

23 木
10：00～ 北光寿大学開講式

乳児健診（中里保健センター）

24 金

25 土
９：00～

10：00～16：00

道の駅こどまり「ヤリイカ味覚まつり」
体育館開放（小泊地域）

26 日 ９：00～ 道の駅こどまり「ヤリイカ味覚まつり」

27 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

28 火

29 水

30 木

4　月
1 金

2 土

3 日 ８：40～ 大沢内ため池桜ウオーク

4 月 ９：00～ 町消防団観閲式（パルナス）

5 火

6 水

7 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

8 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

9 土

10 日

11 月
７：00～８：30

10：00～12：00

がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
特定健診（小泊保健センター）
運動教室（中央公民館）

12 火 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
特定健診（小泊保健センター）

13 水 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
特定健診（小泊保健センター）

14 木 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
特定健診（すくすくしたまえ館）

15 金

5　月

（
２
月
届
出
分
）

須
藤　

洋よ
う

太た 

（
男
・
大
輔
） 

八　

幡

山
田　

悠ゆ
う

人と 

（
男
・
彰
広
） 

下
前
上

　

野　

宮　

隆　

生（
つ
が
る
市
）

　

伏　

見　

春　

香（
五　

林
）

　

青　

山　

貴　

彦（
尾　

別
）

　

澁　

谷　

梨　

佳（
鶴
田
町
）

　

木　

村　

太　

一（
派
立
中
）

　

松　

澤　

亜
里
香（
五
所
川
原
市
）

　

小　

林　

佑　

輔（
弘
前
市
）

　

葛　

西　

利
栄
子（
尾　

別
）

　

磯　

野　

晃　

司（
下
前
中
）

　

根　

本　

美　

帆（
福
島
県
）

井　

沼　

利　

夫 

⓼叅 

（
向
町
下
）

工　

藤　

ツ
ヨ
エ 

⓼⓽ 

（
富　

野
）

秋　

元　

セ
ツ
子 

⓺⓽ 

（
薄
市
下
）

奈　

良　

一　

郎 

⓼⓹ 

（
二
タ
見
）

２月末現在（前月比）

人　口� 12,152人（－㆓⓺）
　男　� 5,742人（－㆒㆓）
　女　� 6,410人（－㆒㆕）
世帯数� 5,168（－６）
出生　１ �／� 死亡　㆓叅
転入　㆒⓺ �／� 転出　㆓₀

人のうごき

（（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



こみあげる涙

最後の合唱

涙のあとは笑顔で

両親に感謝

最後の合唱

恩師に感謝

中里高校

広
報 

な
か
ど
ま
り 

４
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
中
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中
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役
場　

編
集
／
総
務
課　

☎
０
１
７
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６
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p! 今月の

イチ押し 旅立ちの日 中里中学校・小泊中学校・中里高校 卒業式


